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平

成
1
0

年

度

当

初

予

算
(

案
)

の

あ

ら

ま

し

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
すこ

の
予
算
(
案
)
は

第
一
回
区
議
会
定
例
会

で
審
議
中
で
す

平 成10年度の予 算( 案) が まとまりました。総額は、2, 954
億円 余です。 そのうち 、一般会計は1, 9801億円。一 般会 計では5
年ぶりに前年を上回っています。
予算( 案) は「地域保健福祉の展開」「産業振興対策の強化」

「防 災対策 とコ ミュニティ形成の推進」「教育条件の整 備と生
涯学 習の推進」「環境に配慮し た総合的なまちづくり施策 の展

開」を基本的な考え としています。

西 部障害福祉総合センタ ーの福祉作業所で働く 皆さん
地 域保健 福祉も 重点施策の一つ です

表1　 平成10年度足立区当初予算(案) 概要 ( 単位　百万円)

表2　 一般会計予算規模の推移 (単位　億円)

平成10年度一般会計当初予算( 案)の内容
( ) 内の数値は、総予算額に対する構成比

図1 財源別歳入予算額

図2　 目的別歳出予算額

図3 性質別歳出予算額

平成10年度予算( 案) の
くわしい内容については、4 ・5面をご覧ください。

予
算
の
用
語

特
別
区
交
付
金

(
図
1
※
参
照
)

一
般
会
計
の
歳
入
で
最
も
多
い
の
は

特
別
区
交
付
金
。
全
体
の
3
6
・
6
%

を
a
め
、
区
民
税
や
た
ば
こ
枳
な
ど
の

特
別
区
税
の
1
.
8
倍
に
あ
た
口
汞
y
。

こ
れ
は
、
全
国
で
も
東
京
2
3
区
が
け

で
と
ら
れ
て
い
る
制
度
で
y
。
市
の
仕

事
夲
特
別
区
と
都
で
分
担
し
て
い
る
た

め
ご
y
畝
と
は
市
町
村
の
財
源
で
あ

る
市
町
村
民
税
法
人
分
、
國
貨
産
税
、

特
別
土
地
保
有
税
を
、
都
が
全
額
都
税

と
し
て
徴
収
し
、
財
源
と
し
て
い
'
武
)

の
で
す
。
そ
の
4
4
%
(
男
行
)
相
当
が
、

2
3
区
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
隔
要
・
財
政
状

況
に
応
じ
x
配
分
さ
れ
ネ
t
y
。

区
民
の
皆
様
の
声
を

反
映
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た

日
本
経
済
は
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
」
以
降
の
低
迷
状
態

か
ら
脱
し
き
れ
ず
、
引
き
繝
き
そ
の

芦
χ
棊
墸
し
推
移
し
て
お
n
乖
y
。

一
方
、
区
を
め
ぐ
る
財
政
状
況
も

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
平
成
1
0年
度

予
算
は
、
そ
9

富
な
状
況
下
で
の

私
に
と
り
F
り
て
二
度
目
の
当
初
予
1

予
算
規
模

は
、
一
般
会
計
1
千
9
8
0億円
、
前
年

度
比
3
.
1外増
と
な
ひ
、
5
年
ぶ
り
に

前
年
度
豪
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。予

算
編
成
に
あ
た
2
C

ア
ほ
。

「
区
民
型
大
公
」
の
立
譽
笹
菫

し
、
限
会

‥だ
財
源
の
中
で
多
様
な

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
よ
と
区
民
施
策

の
充
実
一
図
る
た
め
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
挙
が
忝
夊
袙
意

工
夫
を
飄
ね
。
区
民
の
声
や
蠶
霎

反
映
す
ぞ
吹
勇
め
声
し
た
。
具
体

的
に
は
、
次
の
i
本
の
重
点
施
策
を

中
心
に
予
鼻
編
成
を
い
た
し
F

処

。

第
一
に
、
地
域
保
健
福
祉
施
策
で

は
、
2
3区
で
最
初
の
身
体
障
害
者
療

護
施
設
を
併
設
し
た
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
(
仮
称
)
皿
沼
」
の
建
設
、

新
規
事
拏
と
し
て

「
痴
ほ
う
性
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
開
設
、
巡

回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
区
内
全
域
に
瓠
大
し
て
ま
い
り

ま
す
。
女
性
の
社
会
參
狽
1

ぴ
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、
「フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
新

規
に
実
施
し
、
乳
幼
汲
蒙

費
助
成

は
、
対
象
年
齢
奎
壻
学
前
ま
で
引
き

占
I

ヂ
。
ゆ
尼
、
地
域
ヶ
ア
体
制
の

整
備
で
は
、「
か
か
り
つ
け
医
機
能
推

進
事
芦

夲
薪
た
に
開
知
T
9

にと
に

い
た
し
ま
し
た
。

第
二
に
、
産
業
振
興
対
策
の
強
化
と

し
ま
し
て
、
中
小
企
業
へ
の
制
廖
融
資

査
吹
善
す
る
ほ
か
、
商
店
街
や
製
造
業

を
支
莖
支
姦
費
等
を
強
化
し
瓦
猩

化
を
図
っ
て
ま
い
n
乖
y
。

第
三
に
、
緊
急
課
題
で
あ
り
、
区
民

の
安
全
に
必
要
な
防
災
対
策
面
で
は
、

学
校
施
設
や
橋
汞
耐
震
補
強
と
と
も

に
、
学
校
へ
の
災
害
備
蓄
を
扁
鶉
し
、

学
校
単
位
に
設
置
を
暹
め
て
お
り
ま
す

「
避
難
所
運
営
会
芦

の
経
費
を
酊
上

し
て
、
地
域
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
も
配
慮
い
な
y
F
し
た
。

第
四
に
、
学
校
修
繕
や
学
校
運
営
な

ど
教
育
予
算
豪
扁
額
し
て
教
育
条
件
の

整
備
奎
凶
り
、
齋
{
'に
、
生
涯
学
習
総

合
施
設
の
建
設
等
、
生
涯
学
習
の
推
進

に
も
努
め
て
お
Q
i
y
。

第
五
に
、
枩
弓

く
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
か
ら
の
土
地
区
画
輅
理
事

業
や
常
磐
・
舎
人
新
線
等
の
交
通
機
関

整
備
、
都
市
計
固
道
路
・
下
水
道
・
公

園
な
ど
牛
活
某
矍
の
整
備
も
着
実
に
進

め
て
お
n
乖
歹
。

本
年
支
穗
済
の
本
格
的
回
復
は
い
ま

だ
還
ぐ
に
あ
る
ぷ
っ
?
于
。
国
に
お
い

て
は
地
方
分
権
や
行
政
改
革
が
檢
討
さ

れ
、
都
に
お
い
て
も
財
政
健
全
化
計
画

な
ど
の
事
務
事
業
の
見
直
U
が
進
め
ら

れ
て
お
り
豕
y
。
ふ
嶇
の
区
政
に
大
き

な
影
響
を
与
え
忝
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら

の
推
移
を
注
恨
レ
な
が
ら
、
区
民
生
活

奩
卅
じ
た
区
政
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
兄
て
お
n
永
子
。

今
後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
豕
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あ だち広 報は区民事務 所や駅の広 報スタ ンド など にも 置いてあり ますの で、ご利用く ださ い
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各 種 手 続きの 多くなる 季 節 …

お
近 く の

区民事務所で
済ませましよう母

子
手
帳
の
交
付
か
ら
年
金
の
加
入
ま
で
…

い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す

今
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
奎
芍

た

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
か
な
り
の
手

続
き
が
区
民
事
務
所
で
で
き
る
ぷ
つ
に

な
っ
て
い
‘
'チ
。
も
つ
一
度
確
郭
し
て
。

本
庁
ま
で
行
か
な
ぐ
て
も
済
む
手
続
き

は
、
布
紅
ぐ
の
区
民
事
務
所
で
済
ま
登

ゆ
C
よ
う
。
区
民
事
務
所
で
取
n
嫐
つ

事
務
は
、
表
1
{
と
お
り
で
y
。

こ
れ
か
ら
年
度
末
黔
a
冤
、
転
居
・

入
学
・
入
社
な
ど
夲
民
票
や
戸
籍
な
こ

の
各
証
明
s
の
申
請
件
数
が
増
え
求
y
。

こ
の
時
期
は
、
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
つ
ぞ
。

土
曜
日
に
住
民
票
が
も
ら
え
ま
す

電
話
予
約
で
取
り
次
ぎ
交
付

住
民
票
の
写
し
は
、
区
民
事
務
所
の

閧
庁
時
間
内
に
来
所
で
膏
な
い
方
で
も
、

事
前
に
電
話
で
区
民
事
`
餅
(
中
川
・

伊
興
区
民
事
務
所
奮
隊
ぐ
)
に
申
し
込

み
を
し
て
お
ぐ
と
、
そ
の
区
民
事
務
所

に
隣
纃
じ
て
い
る
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
硲
こ
」で
、土
曜
日
(
祝
E
糞
除

く
)
に
鷽
け
取
る
こ
と
が
で
き
祟
す
爰

2
)
。※
代
理
人
お
よ
び
第
三
者
に

よ
る
申
請
は
で
膏
ぷ
眷
ん
申
込
卜
受

け
取
9
藁
謙
y
る
艾
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
弱
こ
に
隣
垠
も
区
民
事
務
所
に

電
話
予
約
税
§
霪
隊
く
月
卜
金
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
t
時
)
交
付
日
時

卜
土
曜
日
褥
彖
啄
く
)
の
み
、午

前
1
時
～
午
後
5
時
(
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
は
、午
前
一
…
一
時
～
午
後
5

時
)

交
付
時
に
必
要
な
も
の
卜
申
し

込
ん
だ
方
の
謬
め
印
/

申
に
詆

ん
だ
方

を
確
認
で
き
る
も
の
(

免
許
証
、
健
康

保
険
証
な
ど
)
/
手
数
料
T

通
3
0
0巴

※
受
け
取
り
の
と
き
に
、本
人
確
認
の

た
め
の
質
問
夸
I
蕩
合
が
あ
n
汞
y

各
種
証
明
書
の

郵
送
サ
ー
ビ
ス

區
蛩
や
区
民
事
務
所
に
な
か
な
か

行
け
な
い
方
に
は
、
各
種
証
明
書
な
ど

の
交
付
を
郵
送
で
も
客
抖
け
て
い
ま

す
(
表
3
)
。
申
込
=
住
所
、
氏
名
　

(
押
印
し
て
く
だ
さ
い
)
。
電
話
番
号
、

使
用
ほ
閤
、
提
出
先
、
何
の
証
明
を
何

通
必
霰
?
″
萌
記
。
切
乖
み
ほ
っ
か
返

信
用
封
筒
(
あ
て
先
記
入
)
y
単
数
料

(定
額
小
為
替
)
を
同
封
し
て
、
各
申

込
先
へ
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
住

民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
諸
詆
叨
の
請
求

に
は
、区
内
郵
便
局
に
置
い
て
あ
る「
郵

送
用
の
申
請一
」
を
'」利
用
ぐ
だ
さ
い

( 撮 影) 東綾瀬区民事務所

区
民
事
務
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

地

域

振

興
課(

3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

本
人
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合
に
は
、
上
記
の

書
類
の
ほ
か
に
委
任
状
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
区
民
事
務
所
ま
た
は
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

表1　 区民事務所でできる手続き一覧

表2　 区民事務所一覧および住民票土曜日交付施設

表3　 郵送サービスを行っているもの( 主なもの)

※ 上記以外にも 郵送サービスを行っ ているも のがあります。く わし くは、

証明書を取り扱 っている課へお問い合 わせください

- -

-
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保

健

ガ

イ

ド

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

―
成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
―

検
査
と
体
験
学
習

検
査
日
3
月
2
5
蘖
團
、
午
前
1
時～
1
0

時
体
験
m
=
4
月
8
R
團
、
午
前

1
0
時～
1
1
時
対
象
卜
1
8
歳～
3
9
歳
ま

で
忿
硅

内
容
H
骨
密
度
・
体
脂
肪

・
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
等
S

用
日
無
料

定
員
H
4
0人
(
先
着

順
)

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
夊
明
記

期

限
卜
3
月
1
6日
必
着

場
・
申
・
問
先

日
足
立
保
健
所
業
務
係

〒
1
2
1
・
8
2
2

西
竹
の
獵
2
1
1
2
-
8

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(直
通
)

予
防
接
種

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

接
種
当
旦
は
。
説
明
番
釁
よ
ぐ
読
ん

だ
う
疋
で
z
簟
を
記
入
し
、
母
子
手

帳
・
体
僞
酊
逕
齢
し
て
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
日
霆
7
表
4
対

象
卜
l
力
月
―
-
t
―
。
歳
l
ヵ
月
未
満
の
乳

幼
児
※
1
・
2
回
目
の
新
規
対
象
者

に
は
1
月
末
に
通
知
念
`
送
し
豕
す
。

新
規
対
象
者
以
外
で
予
診
罘
粐
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
事
前
に
保
健
所
奥

底

保
健
相
談
所
に
予
診
票
岑
取
り
に
来
て

ぐ
だ
さ
い

問
先
日
各
保
茜
甼

保
健

相
談
所
(
表
5
)
ま
政

葆
健
予
防
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表4　 小児マヒ生ワクチン( ポリオ)接種日程表

表5　 保健所・保健相談所一覧

休
日
の
急
病
に
安
心
!

休
日
診
療
所
・
休
日
歯
科
診
療
所

休
B
診
療
所
は
、
日
曜
日
や
祝
日
等

の
休
日
に
急
病
に
な
っ
た
時
に
、
応
急

処
置
生
三
矗
療
所
で
す
。
区
内
に
4

ヵ
所
あ
ひ
、
千
住
と
竹
の
塚
の
診
療
所

は
、
休
旦
罕
夜
間
診
!

存

っ
て
い
ま

す
(
表
6
・
7
)
。

休
日
診
療
所
は
一
時
的
な
処
置
豪
と

る
と
こ
ろ
で
"
。
入
院
が
必
要
な
方
に

は
、
当
日
、
直
ち
に
ほ
か
の
訶
院
を
紹

介
し
豕
T
。
受
診
に
は
、
鴟
康
保
険
証

を
忘
れ
ず
に
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
保
健
撰
進
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表6　 休日診療所(内科・小児科)

表7　 休日歯科診療所精
神
保
健
講
演
会

「
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
子
供
た
ち
の

気
持
ち
・
家
族
の
対
応
」

家
に
閉
じ
こ
も
り
、
学
校
や
職
場
に

行
け
な
い
、
枩
ぽ
行
か
な
い
孑
供
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
求
す
。
孑
供
の
悩

み
も
聞
け
ず
、
理
解
に
芦
レ
む
こ
と
も

多
い
も
の
で
y
。
ど
の
ぷ
ひ
に
関
っ
て

い
け
ぱ
ぶ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た

ち
の
声
痴
聞
き
相
談
に
の
っ
て
い
る
先

生
の
聒
冴
聞
い
て
、
一
緒
に
老
f
?
ぶ

ま
せ
ん
か
。
日
時
l
片
習
価
、

午
後
1
時
1
t
時
対
象
H
学
校
や
職

場
に
い
け
な
い
閉
じ
こ
も
ひ
の
子
供
を

持
つ
親

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
卜
無
料

場
・
申
・
問
先
日
江
北
保

健
相
談
所

登
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

旧
本
庁
舎
跡
地
の
暫
定
利
用
決
ま
る

◇
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場

◇
商
店
街
駐
車
場

旧
本
庁
舎
の
跡
地
は
、
正
式
な
利
用

方
法
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
と
駐
車
廓
と
し
て
、
暫
定
利
用
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
は
、
貸
し
出
し
ス
ペ

ー
ス
で
歹
。
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ

催
し
の
た
め
に
利
用
で
孝
l
y
。
ま
た
、

駐
車
場
は
、
土
・
日
・
祝
E
に
開
設
さ

れ
ま
す
。
広
場
・
駐
車
場
と
も
に
、
4

月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

・
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場

広
さ
=
約
2
千
7
0
0
㎡
S
用
H
1
日
あ

た
ひ
1
4
万
円
(
公
共
の
た
め
の
利
用
な

ど
で
は
、
減
額
さ
れ
る
!
叭
あ
り
ま
t

貸
出
時
間
卜
午
前
7
時
～
午
後
7

時

※
貸
し
出
し
は
L
日
ま
た
は
半
E

で
、
連
唇
留
ほ
L
週
聞
黔
限
度
と

し
李
歹

設
備
H
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

曾
定
利
用
～
)
/

ト
イ
レ
な
し
(
主
催
者
が
準
備
し
て

く
だ
さ
い
)
※
"
の
ほ
か
、

利
用
内
容
に
つ
い
ア
ほ
事
前

{
岩
問
い
命
R
ぞ
だ
さ
い

抽
選
日
=
▽
4
・
i
月
分
の

悠
用
申
し
込
み
は
1
月
2
0
B

▽
6
月
～
1
0
月
分
は
t
月
6

日

▽
1
1月
以
降
の
分
は
原

則
1
ヵ
月
前
の
各
1
日
(
例
=
U

芬

な
ら
i
月
1
日
)

各
日
、
午
前
9
時
か
ら
9
時

即
分
ま
で
鷽
け
付
け

※
抽

選
会
以
降
の
予
約
は
、
利
用

の
前
日
ま
で

申
先
卜
啓
足

立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

・
商
店
街
駐
車
場

広
さ
日
3
2台
収
容

費
用
り
壽
間
刈

円
、
以
後
3
0分
毎
に
1
5
0円(
商
店
街
駐

車
場
利
用
サ
ー
ビ
ス
券
が
僅
凡
ホ
Σ

利
用
時
間
卜
午
前
1
0時～
午
後
1
時

-

い
ず
れ
も
r卜

問
先
H
呰
笠
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

豐
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

ま
S
跚
業
振
興
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区および動 務先等で 同種の検診を受 けた方は除

きます。申し込みは、ハガ キに郵便番 号、住所 、氏 名(フリガ ナ) 、生 年月
日、年齢、性別、電 話番号、希望検診 名を明 記し、それぞ れの申し込み
先 へ。後 日、受 診票と案 内をお 送りします。 ※ 消化 器が ん検 診は検

診 日、受診場所も第3 希望まで 明記。

消化 器がん検診

日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の訶気で
治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内容=X 線
撮影による胃がん検診と検便による大腸がん検診 期限= 受診希望月の
前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 4 月を受診希望の場合3 月15
日消印有効、送付は3 月末日)。 申・問先= 足立保健所診療放射線
〒121―C¥1?9西竹の塚2- 128B38554156( 直通)

※足立保健所は希望者が多< 、翌月になることがあります。なお、中央
本町保健相談所は回数が多く、希望日に受診しやすくなっています

女性が ん検診 と成人健康診 査
● 女性かん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診と子宮
がん検診
● 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭和7 年4 月1 日以降生まれ)
までの区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、心臓、
肝臓、じん臓の病気や糖尿病、高血圧、高脂血症等について調べます

ー いずれもー
日時等=受診票を受け取ってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関で受診
申・問先= 保健予防係 〒120- 8510中央本町1- 17- 1
B3880 ―5111㈹
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予算
特集 予算案の主な事業

区民1 人当たりの特別区税負担額と区支出額(年度)

平
成
1
0
年
度

主
な
新
規
事
業

□
地
域
保
健
福
祉
の
展
開

痴
ほ
う
性
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業1

千
3
4
5万
円

軽
・
中
度
痴
ほ
う
性
高
齢
者
の

共
同

生
活
の
場
を
設
け
求

す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス

テ
ム
の
創
設

1
千
4
4
1
万
円

『子
爵
を
預
け
た
い
人
』と
「子
供
を

預
か
n
た
い
人
」兎
`
ぷ
会
貝
組
織
を

作
り

、
地
域
の

育
児

援
蓼

籌

良

し
ま

す

。か

か
り
つ

け
医

機
能
推
進
事
業

2
9
9
万
円

成
人
歯
科
健
康

診
査
(

歯
周
疾
患
検
診
)

3
5
5
万
円

□
産
業
振
興
対
策
の
強
化

商
店
街
装
飾
灯
等
維
持
補
修
事
業

へ

の
助
成

6
6
0
万
円

商
盾
街
の
ア
ー
チ

式
装
飾
灯
や
ア

ー

ヶ
I

ド
の
維
持
補
修
工
事
に
つ
い
て

補

助
を
行
い
、
風
水
害
等
の
事
幼
蔘
叨

ぎ

ま
す
。

・

教
胄
乗
件
の
整
備
と
生
涯
学
習
の

推

進
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置

2
0
2
万円

不

登
校
や
い
じ
め
問
題
な
ど

、
教
育

相
跨
に
関
す
る

専
門

家
(
心
理
吉

が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
い
ま

す
。

□
環
境
に
配
慮
し
た

総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
施
策
の

展
開

テ

レ
ビ
電
波
受

信
環

境
整

備
事
業

1
千
8
2
0万円

地
下
鉄
8

号
線
の

延
伸
(
キ
ャ
ン

ペ

ー
ン
経
費
)

1
5
0
万
円

歩
行
者
系
道
路
の

整
備

1
億
4千
4
8万円

地 域保健 福 祉

の展開

社
会
福
祉
法
人
施
設
整
備

助
成
事
業

2
億
2
千
8
0
8
万
円

&
称
二
第
7
あ
か
し
あ
園
匸
身

体
障
魯
者
通
所
授
産
施
設
)
お
よ
び
(
仮

称
)

身
体
瞬
害
者
凍
護
施
般
「
皿
沼
」

の
建
設
費
を
助
成
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン

タ
ー
の
建
設

1
7
億
8
千
8
4
4万
円

自
宅
で
の

介
護
が
困
曜
な

高
齢
者
の

た
め
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

を
推
逓
し
零
T

汳

設
を
莟
め
区
内
9

ヵ
所
、
禪
床
と
な
り

ま
す
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ

は
8
8床
)
。
ま
た

、
自

宅
で

暮

ら
す
高
齢
考
に

、
日

常
牛
居

に
即
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
を
行

う
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
等
を
整
備
し
ま
す
。

高

齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事

業

1
4億
4
千
6
7
9
万
円

痴
ほ

う
性
高
齢
者
デ
ィ
ホ
ー
ム
を
行

う
(

仮
慳

小
規
楔
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー
「
谷
中
」
を
開
設
、
計
H

力

所
に
な
n
ま

す
。

高
齢
者
委
託
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の

派
遣

2
億
4
千
7
5万
円

介
護
の
必
要
性
に
応
じ
、
同
世
帯
に

1
日
数
回
訪
問
す
る
2
4
時
間
巡
回
型
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
区

城
を
、
全
区
域
に
單
次
拡
大
し
廖
歹
寂

週
対
象
者
は
国
人
か
ら
圃
人
と
な
り
ま
t

。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の

管
理
運
営

1
億
5
千
8
0
8
万
円

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
の
」
　

「
中
川
≒
西
新
井
≒
鳫
浜
」
&
薪
た

に
開
設
。
既
設
と
あ
わ
せ
て
1
3
カ
所

を

運

糂
し
穿
7

。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業

1
2億
6
千
8
8
5
万
円

3
歳
未
満
児

を
対
敏
に
実
施
し
て
い

た
乳
幼
児
医
療
費
助
虞
を

。
就
学
前
ま

で
瓠
大
に
¥
チ

。
た
だ
し
、
3

繻
以
上

児
は
所
樽
制
限

が
あ
ひ
ま
す
。

保
育
園
管
理

運
営
委
託
(
2
園
)

2
億
7
千
3
9
4
万
円

都
営
住
宅
の
建
て
酲
え
に
伴
い
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
区
立
保
育
園
の
管
理

迎
営
を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
嫐
y
。

子
育
て
支
援
事
業

1
千
5
1
7万
円

少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
{
″
か

け
、
健

や
か
に
χ

写

覃

名

環
糲
つ

く
り
の

た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
シ

ス
テ
ム
を
創
設
し
、
育
児
相
互
覆
助
活

動
を
支
援
し
李
T

。

児
童
館
の
管
理
運
営
(児
童
対
策
)

2
千
4
1
1
万
円

健
や
か
に
子
供
を
冐
て
る
環
埆
づ
く

り
の
た
め
、
児
鴛
館

茜

保
木

閧
・
中

部

。西
部
・
千
住
)
で

地
域
の

区
民
を

対
象
と
し
た
子
育
て
相
談
等
を
冥
施
し

ま

す
。

健
康
診査
事
業1

0億
1
千
8
6
9
万
円

成
人
健
康
診
査
、
高
齢
者
健
康
診
査
、

が
ん
倹
診
等
を
実
施
」
乖
y
。

老人保健施設の整備
2
億
5
千
万
円

在
宅
療
!

蒿

痩

す
る
耨
殷
と
し
て

、

病
状
安
定
期
の
要
介
護
高
齢
者
に
通
所

や
入
所
で

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医

凍
ケ
ア

・
玲
吝

サ

ー
ビ
ス
奩

懦
黻
す
る

参
入
保
健
施
設
の
整
醪
を
助
成
し
ま
す
。

産
業
振
興
対
策
の
強
化

商店
街環
境整
備
事業へ
の
助
成

3
千
1
3
2
万
円

商
店
街
機
能
の

改
善
と
経
営
の
安
定

蚩
図
る
な
め
に
、
商
店
街
が

計
画
し
た

環
埆
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
の

事
業
に
対
し
て
助
虞
し

ま
す
。

工
業
集
積
地域
活
性
化
事
業

5
千
9
8
4
万
円

産
業
の
空
洞
化
や
景
気
低
迷
の
中
、

区
内
の
製
透
業
者
の

新
分
野
進
出
、
人

材
育
成
や
見

本
市

、
工

業
フ
ォ
ー

ラ
ム

の
開
傑
等
の

自
立
的
発
展
を
目
指
す
取

～

中
小企
業一
般
融
資

1
4
億
8
千
4
0
8
万
円

中
小
企
業
に
各
種
資
金
の
融
資
の
あ

っ
せ
ん
を
行
い
欒
y
。
1
0
年
度
は
新
規

甲
込
者
よ
り
返
済
期
間
を
L
年
延
長
し
s

C

た
。

六
町
地
区
の
新
た
な
商
業
集
積

3
5
3
万
円

六
町

地
区
を

商
業
-

業
務
。
文
化
機

能
の
調
和
の
と

れ
た
ま
わ
と
し
て

い
く

た
め
の

準
備
と
し
て
、
地
区
整
備
の
検

討
を
進
め
ま

す
。

商
業
団
体
等
助
成

7
千
9
3
万
円

商
店
街
の
運

営
・
事
業
助
虞
や
ラ
イ

ト
ア
ッ

プ
事
業
補
助
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
事
業
へ
{
受

援
、
生
鮮
食
品
店
の
活

性
化

支
援
を
行
い
ホ
y

。

商店街カラー
舗装化の推
進

1
億
6
0
4
万
円

商
店
街
の
活
性
化
i

図
る
た
め
に

、

梅
田
・

麕
浜
地
区
の
退
路
の
カ
ラ

ー
舗

袈
化
を
助
成
し
ま
す

。

防災対策と
コミュニティ

形成

大
震
災
緊
急
対
策
事
業
(

橋
梁
改
良
)

1
億
1
千
4
5
0
万
円

遭
路
や
鉄
道
に
か
か

っ
て
い
る

幡
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い

ま
す

。

保
育
園
園
舎
の
大
規
模
改
修

3
千
9
0
9
万
円

保
育
園
の
耐
震
禰
強
工
亊
を
。緊
急

性
を
考
慮
し
計
画
的
に
行
い
廖
y
。

学
校
備
蓄
物
品
庫
の
設
置

2
億
3
千
8
1
1
万
円

地
城
防
災
計
画
に

基
づ
き
、1

次
週

難
所
で

あ
る
区

内
小
・
中
学

校
に
毛

布
・
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の

生
活
必
隔
品

と
災
害
救
助
用
資
機
材
を
配
爾
し
ま
す

。

直
下
型
地
震
へ
の
対

応
・

災
害
演
習

2
千
1
1
8
万
円

地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
る

「
避
難
所

運
営
会
議
」
を
学
校
に
設
置
し

ま
す
。

ま
た

、
設
置
さ

れ
た
学
校
で
は

、
「
逎

難
所
運
富
訓
練
」
を
筴
施
し
奪
歹

。

都
市
防
災
不
燃
化

7
千
9
4
4
万
円

不
燃
化
豬
築
物
の
建
築
を
助
成
し

、

防
火
帯
の
整
備
と
避
難
所
の
安
全
確
保

を

進
め
ま
す

。

防
災
都
市
づ
く
り

4
千
2
8
3万
円

乖
嵋
地
区
に
指
定
套
麗
西
新
井
駅

西
口
周
辺
地
区
で
、各
種
塵
備
事
業
展

開
の
た
め
の
調
査
を
冥
鳫
し
李
y
。

学
校施
設
耐
震
補
強

2
億
2
千
3
4
0万
円

昭
和
5
6
年
以
前
に
沛
築
し
た

校
舎
の

耐
震
診
断
や
補
強
工
亊
を
実
旆
し

廖
T

。

住
区

セ
ン
タ
ー
の
建
設

6
億
1
千
5
0
7万
円

辰

称
)

西
新
井
采
町
住
区
セ
ン

タ

ー
の

建
設

を
進
め
ま

す

。
ま
た

。(
仮

称
)

西
部
住
区
セ
ン
タ
ー
建
般
に
か
か

わ
る
地
質
調
査
苳
仔

い
ホ

す

。

教
育
条
件
の
整
備
と

生
涯
学
習
の
推
進

学
校

運
営
管
理

1
0億
8
千
3
1
0万円

学
校
の

運
営
経
費
や
図
一

購
入
経
費

の
充
実
を
図
ひ

豕
す

。

私
立
幼
稚
園
等
園
児

保
護
者

負
担
軽
減

1
1
億
9
千
5
0
8
万
円

私
立
幼
稚
園
等
に
通
う
園
児
の

保
護

者
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
た
め
助
虞
し

ホ
罵

(
仮
称
)

生
涯
学
習

総
合
施
設
の

建
設

2
1億
7
千
1
9
3
万
円

旧
千
寿
旭
小
学
校
跡
地
に
、生
涯
学

習
推
進
の
中
核
と
な
る
施
般
を
。都
住

宅
供
給
公
社
の
都
民
住
宅
と
の
合
簗
に

よ
n
廡
肢
し
穿
T
。施
設
に
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
新
中
央
図
s
館
、
攻
送

大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
等
が
人
ひ
零
y
。

校
舎建
設

3
億
1
0
0
万
円

梅
島
小
学
校
の

校
舎
改
築
に
肴
手
し

ま
す

。
(
仮
称
)
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

5
千
3
2
万
円

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発

ビ
ル
内
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
1
&
鳶
設

し
李

歹
。
施
設
に
は
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
ホ
ー
ル

を
予
定
し
て
い
ま
す

。

環
境
に
配
慮
し
た

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

公
共
下
水
道
整
備1

1億
4

千
4
9
5万
円

下

水
道
の
枝
線
工
事
を
引
き
続
き
進

め
て
い
き

ま
す

。

総
合
住
環
境
整
備4

億
5
千
2
2
5
万
円

老
朽
木
造
建
築
物
が
一

集
し

、
狹
い

道
路
が
多
い

関
原
一
丁
目

地
区
の

緑

地

・
道
路
等
の
住
環
境
鰹
爾
を
行
い
ま

す

。

常
磐
新
線
の
建
設

促
進

3
7億
7

千
6
6
4万

円

1
7
年
度
開
業
予
足
の
常
磐
新
線
の
建

設
に
必
要
な
賢
金
の
2
`
、1
0
年
度
区

負
担
分
を
出
賢
し
嫐
y
。

環
境
計
画
の
推
進

9
5
7
万
円

環
境
基
本
条
例
を
具
体
化
す
る

も
の

と
し
て

、
基
本
計
画
を
策
定
し

床
す

。

資
源の
回
収

1
億
2
千
6
9
3万
円

集
団
回
収
を
支
援
す
る
た
め
報
奨
金

を
支
給
す
る
ほ
か

、
回
収
粟

者
に
支
援

金
を

支
給
し
穿
T

。

平成10年度に
開設する
主な施設

(
1
)
所
在地

(
2
)
規
模等

(
3
)主な
施
設
、
事
業
内
容
等

(
4
)

開

設

時

期

・

荒
川
江
北

橘
緑
地
(

右
岸
下
流
)

①
霖
糲
一
丁
目
地
先

、
小
台
二
丁
目
地

先

②
面

積
4
万
3

千
8
7
㎡

③
野
球

場
2

面

、
サ
ッ
カ

ー
場
I

面

④
1
0
年
8

月
末

・
(

仮
称
)

東
伊
興
二
丁
目
公
一

の

東
伊

興
2
-
4

②
面

翻
1

千
9
5
4

㎡

④
H

年
1
月

・

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

『
六

月
』(
都

営
住

宅
併
設
)

l
(

月
1
-
1

②
鉄
筋
コ

ン
ク

リ

ー
ト

造

、i
階
Q

高
齢
者
住
宅
単
身

者
用
T
D
K
)
2
3

戸

、
世
帯
用
(
2
D
K
)
4

戸

④
1
0年
7

月

・

シ
ル

バ
ー
ピ
ア
2

ツ
家
』(
民

間

憐
上
)

①
一
ツ
覃
F
-
2
8
-
3

②
鉄
筋
コ

ン

ク
リ

ー
ト
造

、4
階

③
高
齢
者
集

合
住
宅

単
身
者
用
(
I
D
K
)
2

戸

④
1
0
年
4
月

・
(

仮
称
)
第
1

あ
か
し
あ
躙
(

民
設
)

①
綾
瀬
7
-
2

②
鉄
筋
コ

ン
ク

リ

ー
ト
造

、I
階

⑤
身
体
瞬
害
者
通
所

授
蕀
施
設
(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
併
皀

④
1
0
年
9
月

圏
飼
ほ

う
性
高
恥
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
西
新
井

‘
(
民
般
)

①
西

新
#
5
1
4
2

②
小
規

模
高

齢

者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ

ー
併
設

③
輊
・
中
度

痴
啄

つ
性
高
齢
者
の
共
同
生
活
事
業

④
1
0
年
7
月

・

さ
つ

き
保
宵
閠

①
江

北
1
-
1
5
-
3
-

颱

②
都
倉

匯
T

階
、
延
べ
床
面
積
叨
・
7
0
㎡
Q

定
員
8
0
人

④
1
0
年
4

月

(
仮
称
)
第
2

あ
か
し
あ
園

公
社
等
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

(
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

。

ス
ポ
ト
ツ
公
社
》

・

芸
術
又
化
事
業
の
開
催

t
讎
5
1
9
万
円
　

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
の

芸
術
公
演

や
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

冐
泯
等
、
幅

広
く
芸
術
文
化
活
懃

蚕

逞

し
ま
す
。

・

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進

廝
万
円

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ
の

招
致
や
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
交
流
観
善

大
会
の
開
催
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
事
業
を

充
実
し
ま
す

。

・
各
種
睛
匣
碍
の
充
実
9
千
1
7
2
万
円
　

パ
ソ
コ
ン
教
室
や
健
康
体
力
づ
く
り

敵
宿
葦
ど
の
各
種
講
座
や
親
し
み
や
す

い
図
書
館
の
運
営
受
灯
い
ホ
y
。

食

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
)

・
民
地
に
よ
る
快
適
取
澆
整
備
へ
の
援

助
4
千
8
0
万
円
　

快
適
環
塊
の

創
造
の
た
め

、
自
主
曾

理
広
場
・
歩
遭
な
ど
笳

柵
佩
し
て
い
た

だ
い
た
S

力
者
に

、
そ
の

整
備
賢
の
一

部
夲
猥

助
し
ま
す

。

圖
フ
チ
テ
ラ
ス
の

轂
一

事
業4

千
s
万
円
　

ゆ
と
り

ゐ
る
都
市
環
境
を
創
る
た
め

、

枩
{
の

中
の

ブ
チ
テ
ラ
ス
の
般
置
を
進

啻

チ

。

・
彫
刻
の
設
一
事
業
1
千
淘
万
円
　

彫
刻
の

あ
る
ま
ち
の
景
観
を
整
備
し

李
歹

。

・
テ
レ
ビ
S
波
受
釁
厚
害
解
消
支
援
事

業
4
千
匐
万
円
　

建
築
物
等
の
影
一

に
よ
る
テ
レ
ビ
ー

波
m

障
害
を
珊

消
す
る

た
め

、
原
因

者

窟

簗
主
等
)
か

急

騰

障
害
対
策

の
委
託
を
受
け

、
都
市
型
ケ

ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
苳
莉

用
し
た

対
!

瓦

い

李

歹
。

(
足
立
区

水
と
縁
の
公
社
》

・
公
I
・
児
一
選
一
・
親
水
施
設
な
ど

の
保
全
S
集
-
9
一
9
千
S
万
円
　

公
園
や
氾
簟
遊
園
、
観
水
水
路
な
ど

の
施
慇
一
筌
で
快
適
に
保
ち
、
う
る

お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
&
S
笂
を
つ
く

り

求
罵

一

自
黙
保

庫
・
緑
化
推
蕭
S

集

y
偸
i
-
千
鰯
万
円
　

生
物
園
・
郡
市
農
業
公
園
の
運
営
や

配

念
爾
配

布
な
ど

、
緑
と
自
然
の
回
復

を
図
ひ
ま

す
。

・

羣
珮
保

全
I
査
・
普
及
事
業

3
千
譛

口
円

生
態
系
保
全
調

査
、
野

鳥
モ
ニ
タ

ー

調
豕
な
ど

、
環
場
問
題
を
区
民
と

と
も

に
考
え
欒
罵

(
足
立
区

教
育
振
興
公
社
)

・

こ
ど
も
科
攣
兪
の
運
曾

6
千
曉
乃
円
　

科
学
展
示
や
ブ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ー
ド

ー
ム
シ
ア
タ
ー
な
ど
、楽
し
み
な
が
ら

半
べ
る
科
学
館
の
通
営
受
付
い
李
歹
。

・
生
涯
学
習
の
推
進
聊
方
円
　

あ
だ
ち
区
民
大
学
講
座
や
学
習
s
勳

の

支
輦
鷽
付
い
ま

す

。

(
足
立
区
国
腺
轆
薺
協
会
y

・

姉
妹
都
市
と
の

交
流
推

進

一

口
円

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら

栄
生

使
節
団
蛋
又
け
入

れ

、
ま

た
民
間
交
流

を
推
進
し

覃
歹
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
虞
等
1
1
2
万
円
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
虞
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、区
民
レ
ベ

ル
で
の
国
際
化
鷽
推
進
し
廖
y
。

《
簪
笠
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
)

・
区
か
ら
の
受
託
事
一
4
千
鷁
口
円
　

商
店
衡
の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
奉
業
、産
業
囀
報
に
関
す
る
事

尊
麥
仔
い
事
y
。

・

僉
社
独

自
事
業

『
あ
だ
ち
の
街

の
ポ
イ

ン
ト
カ

ー

ド
』
事
業
の

支
援
。
商
店
街
駐
車
婦
お

よ

び
公
共

駐
車
場
の
運
営
事
業
、
企
業

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
管
理

運
営

事
業
、
宜

伝
・
広
告

事
業
、
イ
ベ
ン
ト
亭
業
i
&
j

を
行
い
李

歹
。

《
足
立
区
動
労
褌
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
》

・

区
か
ら
の
受
託
事
集
4

千
聊

心
円

内
職
の

あ
っ
せ
ん
・
相
破
、
康
艮
従

業
員

永
年
勤
続
者
褒
賞
、
匐
労
福
祉
会

館
運

営
な

ど
泥

い

牢
T

。

!

翼
(

中
小
企
業
勤
労
者
)
の

福
利

一

生
事
業

―
儼
7

千
但
口
円

▽

隻

晏

定
・
健
康
維
持
増
進
事
罘
・・

各

種
給
付
金
、
生
活
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん

、
健
康
診
断
、
ス
ポ
ー
ツ
篤
設
の
利

用

禰
助

な
ど

▽
自
己
啓
発
・
余
暇

事

業
・
・『
文
化
教
養
講
座
、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
事
業

。
保
養
施
設
の

借
n
l

げ

、

プ
ロ
野
球
・
観
駲
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
補

助

▽
財
覡
形
既
事
學
・
-財
形
貯
蓄
の

事

筋
代
行

(
足
立
区
社
会
柵
祉
協
塋
`
》

・

家
事
-

介
一

サ
ー
ビ
ス

吩
万
円

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の

輸
を
一
層

広

げ
豕

歹
。

・

宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
6

千
謝
万
円

自

立
―

め

高

齢
者
等
に
有
料
で

昼
食
(
あ
い
あ
い
ラ

ン
羊
乙

零
哂

配
し
ま
す

。

・
介
贋
特
別
講
座
等
匍
万
円

・
責
鏖
活
用
サ
ー
ビ
ス
2
2
万
円
　

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
る
土
妙
を
疸

保
に
在
宅
生
活
資
金
を
融
賈
」篆
チ
。

画
家
晁
福
祉
s
、児
s
東
急
一
時
保
護
、

保
育
-

蠶

託

保
齊
に
5

‥る

児

單
量
扨
か
り
1
7

。

マ
家
庭
福
祉
貝
9

千
暝
万
円

▽
児
囂
の
緊
急
一
時
保
霞

1
千
椚
万
円

マ
保
育
窒
迎
営
委
託

t
讎
1
千
7
1
万
円

・
歉
褒
碗
い
亭
叢
4
千
鯲
万
円
　

唇
爵
7
7
歳
・
米
寿
8
8
歳
に
な
る
区
民
　

(
9
月
1
5
日
現
在
)
を
対
象
に
、9
月

中
旬
に
祝
い
品
を
痼
ひ
祟
y
。

・
峨
お
む
つ
茎
擧
業
7
千
s
万
円
　

高
齢
者
福
祉
乖
当

、
皿
度
心
身
陣
害

者
福

慘
甼
当

、
特
別
障
害
者
福
祉
旱
当

、

障
害
児
福
祉
示
当

の
受
給
者
に

、
紙
お

む
つ
の

支
給
ま

応
は
費
用
助
成
を
行
い

ホ

罵

・

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
豕
一2

千
佃
万
円
　

璽

度
視
寛
障
害
者
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ

ー

廼

院
や
買
い
物
等
に
付
糞
烝
'
つ
て

い
た

だ
く
有
債
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

奮
皿

遣
」
I
ヂ

。

・

陣
一

世
保
貘
一

用
事
集

2
千
詞
万
円
(
区
裲
助
啻
分
)
　

一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
を
瓏
用

し
、
就
労
の
瑯
啻
開
孝
琢
す
。

・
フ
ァ
ミ
リー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ

ト
事
業
1
千
4
4
1
万
円
　

会
貝
に
よ
る
育
児
に
関
す
る
相
互
覆

助
活
勣
事
業
i
作
進
し
李
y
。

鑒

笠

区
畭
驥
生
琢
支
援
セ
ン

タ
ー
の

管
理
運
営
委
託
t

儼
4
千
胴
万
円
　

柵
神
障
害
者
の

保
健
福
祉
施
設

と
し

て
、
適
所
授
産
事
業
、
作
業
訓
練

事
業
、

生
活
岑
援

事
業
を
行
い
ま

す
。
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
申
請
書
は

3
月
2
5日
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

支
給
対
謦

組
わ
れ
る
万
に
は
、
ま

も
な
く
申
請
書
を
郵
送
し
李
歹
。
支
給

対
象
の
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
、冫
凡
、3
月
2
5
Eま
で
に
同
封

の
罍
傴
用
封
筒
で
郵
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

支
給
対
象
の
方
で
、3
月
1
0
Rこ
ろ
に

な
っ
て
も
申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
ご

連
輅
ぐ
だ
さ
い
。

・
矚
時
福
祉
給
付
金
(
1
万
円
支
給
)

対
象
=
次
の
受
給
者
の
方
▽
老
齢
福

祉
年
金
y
障
害
基
礎
年
金
等
▽
遺

族
基
礎
年
金
等

▽
児
童
扶
養
手
当

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
特
別
障
害

者
手
当

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
福

祉
手
当
(
経
罍
醒
分
)
▽
厖
屠
被

爆
者
諸
手
当
※
な
お
、障
害
基
礎
年

金
等
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
等
の
一
部

の
万
は
、9
年
産
芬
の
区
市
町
村
禺
税

が
非
課
税
で
、税
法
上
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
は
扶
餐
し
て
い
る
方
も
非
課
税

で
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
。

牛
活
保
謇
喜
吁
て
い
る
方
や
社
蕀
福

祉
施
設
等
入
所
の
方
は
、別
途
支
給
さ

れ
る
の
で
除
き
豕
y

・
臨
時
介
護
福
祉
金
(
3
万
円
支
給
)

対
象
=
▽
6
5歳
以
上
で
、
生
活
保
護
を

毋
吁
て
い
る
方
や
1
年
廓
芬
の
区
市
町

村
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
の
万
刄

基
準
に
該
当
す
る
在
宅
で
1
ヵ
月
以
上

瘴
だ
き
ひ
や
痴
ほ
う
の
方

▽
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉

手
当
(
経
過
措
釁
分
)
受
給
者

※
な

お
、
い
ず
れ
も
税
法
上
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
扶
養
し
て
い
る
方
■
m
得

割
が
非
課
税
で
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
襲
蕕
祉
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
方
砌
ぎ
刀
月
以
上
病
院
等
に

入
院
吏
洫
夭
保
健
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
は
除
膏
汞
歹

・
矚
時
特
別
給
付
金
(
1
万
円
支
給
)

対
象
菲
四
歳
以
上
で
、9
年
度
分
の
区

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

※
税
法

上
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
扶
養
し

て
い
る
方
も
非
課
税
で
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、社
会
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
方
や
牟
活
保
護
を
受

け
て
い
る
刄
は
s
篆
す
。福
祉
給
付

金
童
`
給
さ
れ
る
方
も
除
堂
手

問
先
基
筌

関
係
で
支
給
を
受
け
る
方

・・・国
民
年
金
屎
給
付
係

児
童
扶
養
手

当
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
・・・児
童
福

祉
課
謚

罘

当
係

障
害
や
裲
恒
子
当

関
係
で
支
給
を
受
け
る
万
・・・
在
旃
福
祉

課
在
宅
福
祉
係

原
爆
被
爆
者
関
係
で

支
給
を
受
け
る
方
・・・
保
健
管
理
課
管
理

係

そ
の
他
の
関
係
で
支
給
を
受
け
る

方
…
福
祉
管
揮
課

・
在
宅
福
祉
課
・
各

福
祉
事
務
所
(

表
I
)

表1　 福祉事務所一覧

障
害
者
の
方
へ

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
膏
持
ち
、

各
障
害
者
団
体
か
ら
推
I
X
ひ
た
相

談
員
が
、障
害
の
あ
る
方
の
牛
活
上
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
柤
談
雲
娶

け
し
零
y
。日
霆
一
f
表
2
場
所

=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚
セ
ン

タ
ー
内
)

問
先
=
民
生
係

表2　3 月の相談実施日

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

繆
法
士
、
看
護
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

障
害
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
辱
吁
、
指
導
、
訓
練
、
専
門

機
関
の
紹
介
な
ど
棊
仔
っ
て
い
ま
y
。

・
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
離
吊
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ
リ
訓

練
に
つ
い
て

・
霖
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
方
の

言
葉
の
訓
練
に
つ
い
て

・
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
唇
だ
、
義
手
、つ
え

や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
や
福
祉

機
器
に
つ
い
て

・
自
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動
作

な
g
g

竹
い
や
す
く
す
る
ぷ
刄
逍
具

の
紹
介
や
動
作
に
つ
い
て

・
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

・
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ
い

て
。こ
の
ほ
か
、個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
(
ビ
リ
訓
練
も
行
つ
て
い
李
y
。

ま
た
、通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談

も
随
時
営
抖
け
て
い
嫐
歹
。※
送

迎
バ
ス
も
利
用
で
孝
豕
y
。ご
相
談
く

だ
さ
い
巻
・
申
・
問
先
日
▽
国
道
t

号
線
の
東
側
お
よ
び
千
住
地
区
の
万
・・・

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
田
7

号
線
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

小
台
地
区
の
万
=

西
部
障
害
褌
秕
総
合

セ
ン
タ
ー

霓
3
8
5
3
)
0
6
3
2

国

保

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は

「
特
別
区
民
税
・
都
民
税
申
告
書
」の
提
出
を

申
告
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
軽
減
、

高
額
療
養
費
・
入
院
時
食
事
代
の
減
額

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
2
チ
。
そ

の
た
め
、
収
入
が
無
い
方
、
少
な
い
方
、

年
金
収
入
だ
け
の
方
で
も
特
別
区
民
税

・
都
民
税
の
甲
告
が
必
要
と
な
り
ホ
y
。

里

号
は
、
Z
月
9
日
に
課
税
課
よ
り

発
送
に
ま
し
た
の
で
提
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
な
お
、
里
昜
が
必
要
な
万

は
、
課
税
課
ま
穴
ば
区
民
應
鳶一所
の
窓

口
に
も
あ
ひ
乖
ゐ
で
、
く
ゎ
し
く
は
、

課
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

期
限
日
3
疂
程
二

郵
送
可
)

問
先

卜
里

蕃
の
提
出
先
お
よ
び
書
き
方
・・・

課
税
課
課
税
第
一
、
第
二
係

国
民
健

康
保
険
料
等
・・・国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
課
係

「
国
保
指
定
保
養
施
設
事
業
」廃
止
の
お
知
ら
せ

3
年
間
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
ご

利
用
い
た
だ
き
麥
」
‥
だ
国
保
指
定
保
養

施
設
刄
ふ
、
3
月
3
1
日
&
も
っ
て
事

業
を
廃
止
す
久
yこ
収
ζ
な
り
声
じ
た
。

な
お
、
国
保
協
定
旅
館
は
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
先
卜
国
保

課
汳
務
係

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
子
癶
刄
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
李
y
。

・
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
日
L
金
曜
日
観
B

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
£
露

場
・
申
・
問
先
=
教
育

研
究
所
酋
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

心
匹
瀬
公
心
W
`
I
豐
(
3
8
8
)
3
5
8
8

W
l
`
一
t
一
一
公
X
W
″
I
登
(
3
8
5
6
)
7
7
3
G
U

・
S

話

相

談

日
時
卜
毎
週
月
曜
日
～
蔽
日
税
B

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
t
時
3
0

分

申

・

問

先

日

教

育

研

究

所

昔
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

選挙豆知識

ドント式
って

なあに?

衆
議
院
比
例
代
表
選
累
お
よ
び
参
議

院
比
例
代
表
選
挙
に
お
い
て
採
用
さ
れ

て
い
る
比
例
計
算
方
式
は
。
ド
ン
ト
式

で
す
。
こ
れ
は
、
各
政
党
の
得
票
数
を
　

(
名
簿
登
載
者
数
ま
で
)
―
、
2
、
3
、

4
・
・
・
の
整
数
で
順
次
割
り
、
出
た
答
え

の
I
E
(
き
い
順
に
、
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
に
遠
蓄
9
ま
で
各
政
党
に
議
席
を
配

分
し
て
い
く
も
の
で
t
'
。
問
先
=
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
t

㈹

表3　 ドント式による当 選人 決定例(仮に10人が当選する場合)

掲
示
板

・
少
年
相
談
所

日
時
H
3
月
1
3
日
～
1
5
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時

場
所
Ⅱ
大
丸
東
京
店

内
容
卜
子
供
の
非
行
問
題
等
の
相
談
全

般

費
用
H
無
料

問
先
日
警
視
庁
少

年
第
一
課

霓
3
5
8
1
)
4
3
2
1

・
4
月
1
日
か
ら
都
公
園
緑
地
事
務
所

を
再
編
し
ま
す

都
立
公
園
・
霊
園
の
整
備
・
管
理
、

風
致
地
区
の
行
為
許
可
事
務
等
奮
忖
う

事
務
所
が
I
刀
所
か
ら
I
カ
所
に
再
編

し
豕
す
。
新
た
に
2
3
区
全
域
を
乕
管
す

る
の
は
、
東
部
公
園
緑
地
事
務
所
(
台

東
区
卜
野
公
園
7
1
4
7
※
現
北
部
公

園
緑
地
事
麪
t
)
で
す
。
北
部
公
園
緑

地
事
務
所
と
阿
部
公
園
緑
地
事
務
所
は

廃
止
」
蕃
y
。
問
先
北
蔀
公
園
緑

地
事
務
所

霓
3
8
2
1
)
6
1
4
1

・
高
年
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

『
事
務
-
般
基
礎
コ
ー
ス
』

日
時
日
4
月
1
3
日
～
2
8
日
、
午
前
1
0
時

1
午
後
t
時
場
所
卜
東
京
都
高
年
齢

者
就
業
セ
ン
タ
ー

対
象
卜
5
5繻
以
上

の
経
理
事
務
経
験
者
で
修
了
後
、
関
連

企
業
に
就
業
で
き
る
方

定
員
卜
3
0人

費
用
H
無
料

申
込
皿
稜
(

ガ
キ
に

コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
産
明
記

期
限
=
3
月
1
2日

申
・
問
先
日
東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興

財
団

〒
1
0
2・0
0
7
2

千
代
田
区
飯

田
橋
3
1
1
0
1
3

酋
(
5
2
1
1
)
2
3
p

』
7

・
第
2
回
「
知
s
と
都
政
を
語
る
つ
ど

い
s
胄
島
さ
ん
へ
、
わ
た
し
も
一
言
～
」

日
時
Ⅱ
5
月
2
0
R
、
午
後
6
時
邸
}
了

&
時
場
所
Ⅱ
東
京
都
環
境
学
習
セ
ン

タ
ー
(
新
宿
区
歌
舞
伎
町
2
1
4
4
1

1
)
対
象
日
都
内
在
住
・
在
動
・
在

学
で
、過
去
1
年
間
に
「つ
ど
い
」に

参
加
し
て
い
な
い
方
テ
ー
マ
=
守

れ
'
・
環
境
急
け
卜
・
行
動
L
東
京
の
水

・
大
気
を
?
蛋
T
定
員
H
m
一
人
程

度

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
希
望
百
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
か

要
望
L
点

励
甼
程
度
)
、
住
所
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
職
業
、
性

別
、
電
話
番
朞
忝
明
記

期
限
日
3
月
1
5
a

消
印
有
効

申
・
問
先
=
I
H
s
3・

り

都
・
政
策
報
道
室
調
査
広

聴
課
「
知
事
と
都
政
を
語
る
つ
ど
い
」

担
当

酋
(
5
3
8
8
)
2
2
4
p

』

原
(
5
3
8
8
)
1
2
2
Q
u

メト ロ セブン

環七に地下鉄を! P R
活 動 中

環
七
に
地
下
鉄

ヌ
ト
R

タ
ン
)
岑
導
入
」y汞
と

、

足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
の
一
区
で
は
、議
令
と
行
政
が
一
体
　

と
な
っ
て
。積
極
的
に
整
假
芟
遲
勦
に
取
ひ
組
ん
で
い
ま
　

す
。3
区
で
は
特
に
3
月
の
L
カ
月
間
、ポ
ス
タ
ー
の
慢
y
、

-
`
薑
羃
・
横
断
幕
の
設
置
な
こ
、
P
R
活
動
を
強
化
し
て
い
　

ま
す
。

都
で
も
、
環
状
方
向
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
、
都
市

政
策
的
な
視
点
か
I

調
査

結
果
を
発
表
し
、
現
在
そ
の
瓢
花
に
向
け
た
調
査
検
討
を

進
め
て
い
ホ
f
'。

区
と
し
て
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
都
や
国
に
強
く

働
忝
か
け
て
い
ぐ
必
要
が
衢

と
考
え
て
い
‘一チ
。
晢
兄

の
ご
理
儼
と
ご
協
力
夲
£
願
い
し
l
y
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
、
P
R
用
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
意
付
　

っ
て
い
ネ
歹
。
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　

先
卜
都
市
交
通
課
交
通
計
画
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹
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生

活

環

境

ご存
じ
で
す
か
　沿
道
地
区
計
画
制
度

幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路
交
通
騒
音

に
よ
n
生
じる
障
害
の
防
止
と
週
正
か
2

握
的
な
土
地
利
用
の
促
進
登
凶
る

た
め
、
国
道
四
号
癜
(
荒
川
以
北
)
と

環
状
匐
雲
霓
邇
の
沿
遭
地
区
計
画
を

定
め
て
い
求
歹
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内

沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)に
お
い
て
次
の
行
為

を
行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申
請
前
で

当
該
行
為
の
着
手
の
3
0
E前
ま
で
に
届

～

対
象

土
地
区
画
形
質
の
変
更

▽
建
築
物
の

新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
築
物

の
用
途
、
形
準
一
た
は
意
匠
の
変
更
等

※
沿
道
地
区
計
画
に
讐
ひ
条
例
褥
灯
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

居
室

疸
県
恥
お
馼

笳
m

の
区
域

内
)
の
防
音
工
事
に
対
す
る
一
部
助
成
、

ま
た
緩
衡
建
築
物
(
騒
音
が
背
後
へ
通
n

扱
け
な
い
ぶ
7
な
建
物
)
の
新
築
に

対
し
て
建
築
費
等
を
一
部
助
成
す
久
y制

席
石
の
ひ
季

ゐ
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
先
卜
防
災
ま
ち
づ
く
ひ
係

水洗化が

可 能に

なりました

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
{
{ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
廱
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
亊
務
所
業
務
課

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
巳
※
水
洗

化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
呎
?
の
ひ

奪
y
陶
先
Ⅱ
計
画
調
整
課
助
成
係

表4　 水洗化可能地域

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、建

物
を
薪
築
(
建
て
帶
凡
含
)
し
た
ひ
増

改
築
等
で
出
入
口
を
扈
更
す
欠
y
場
合
は
、

あ
ら
た
に
住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
I

届
け
出
が
な
い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま

ら
な
い
た
め
、
住
民
票
の
異
動
等
の
手

続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
基
礎
工
事
終
了

後
入
居
(
落
成
)
ま
で
の
間
に
、
建
築

確
認
魯
一
式
(
特
に
そ
の
中
の
案
内
図

芦
配
置
図
)
を
牽
備
し
ア
璢
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い

。ま
た
、
建
物
は
そ
の
ま

ま
で
も
、
所
有
者
や
ア
パ
ー
ト
等
建
物

の
名
称
が
豕
む
っ
た
場
合
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。

問
先
H
住
居
表
示
担
当

年

金

保
険
料
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

国
民
年
侖
廣

料
が
4
月
か
ら
月
額
1

万
3
千
沺
円
に
な
ひ
ま
す
。
付
加
保

険
料
は
従
来
ど
お
Q
月
額
槇
円
で
す
。

・
ご
存
じ
で
す
か
?
お
碍
な
「
前
納
割

引
制
度
」

4
月
中
に
袤
こ
め
て
駟
め
る
と
保
険

料
が
割
引
き
に
な
り
}
ヂ
。
定
額
保
険

料
膏
刄
各
芬
ま
と
め
て
前
納
t
夕
と

7
万
8
千
讎
円
(
圓
円
の
割
引
き
)
。

1
年
分
ま
と
め
る
と
1
5
万
i
千
7
5
0
円
　

(
3
千
刪
円
の
割
引
き
)
な
n
&
チ
。

2
年
分
♀
万
1
千

円
以
上
(
9
年
度
実
績
)
の
割
引
き
に

な
n
汞
y
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
納
付
書
を
刄
胥
し
乖
y
。

※
な
お
。
2
年
分
掌
こ
め
て
の
口
座
振

替
は
取
ひ
扱
つ
て
い
ま
せ
ん

問
先
卜

保
険
料
係

ご
利
用
を
　国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
聾
霧

苣
摺
ほ
、
国
民

年
金
の
加
入
者
や
受
給
肴
せ
ぬ
老
の

家
族
の
方
々
の
保
養
や
健
蹶
つ
く
口
な

ど
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

施
設
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、「
福
祉
の
増

進
と
教
養
・
文
化
の
向
上
鷽
日
的
と
し

た
国
民
年
金
会
邸

「
保
養
・
休
養
の

褥
と
し
て
の
健
康
増
進
お
よ
び
福
祉
の

向
卜
を
目
的
と
し
た
健
康
保
養
セ
ン
タ

ー
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
よ
る
健
康
増

惷
y
ぴ
福
祉
の
向
卜
蚕
ほ
的
と
レ
た

變

釀
康
セ
ン
タ
ー
」
の
三
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
現
居
'
の
籌
設
が
全
国
各

地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚
式
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
合
宿
や
研
修
に
大
い
に
ご
活

用
ぐ
だ
さ
い
。な
お
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「ゆ

と
ひ
す
と
」
は
、
国
民
年
金
課
。区
民

事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
あ
り
i
y
。

対
象
占

振
た
で
も

※
S
民
年
金
の

加
入
者
・
受
給
者
は
割
安
で
利
用
で
き

ホ
す

申
込
日
直
授
施
設
へ

問
先
卜

推
進
係

4 月下 旬オープ ン予定 の施設「い わき」。利 用
申し 込み受け付け中 です 　0246- 92- 1117

6
0歳
説
明
会

日
時
=
3
月
1
7
日
㈹
、午
前
1
0
時
と
午

後
1
時
の
2
回
(
受
付
は
、開
始
3
0
分

前
が
ら
)
場
所
Ⅱ
区
役
所
南
館
1
2
陬

会
原
室
対
象
儿
明
和
1
3
年
1
月
2
日
～

昭
和
1
3年
i
月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
H

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
n
適
用
係

米
穀
小
売
業
新
規
登
録

(
6
月
1
日
登
録
)
の
受
け
付
け

手
敷
料
等
ぐ
わ
し
い
内
容
は
、
申
請

用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
講

簧
類
配
布
撮
町
乱
蓊

文
化
局
米
穀
係
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー

申
爾
期
間
=
4
月
1

日
よ
J
官

王
・
日
・
祝
日
を
除

く
)

問
先
卜
都
・
牛
活
文
化
局
米
穀

係

酋
(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

消
費
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

3
月
1
0日
は
東
貢
天
空
襲
が
あ
っ
た

ぽ
で
歹
。
軟
災
で
こ
ぐ
な
叭
れ
た
、
多

く
の
万
々
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
粐
念
し
て

、a
月
辺
星
洫
L

時

み
期
し
て
、黙
と
つ
受
付
い
毒
y
。

憊
兄
の
ご
協
力
武
齠
い
し
嫐
y
。

《
総
務
課
》

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
事
業
者
の
方
へ

「
防
犯
協
力
会
」に
ご
加
入
を

今
で
は
カ
ラ
オ
ケ
は
、
中
・
高
校
生

の
間
で
も
気
軽
な
娯
楽
と
し
て
定
笋
し

ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
個
寥
丙
で
の
犯

罪
や
未
成
年
者
に
よ
る
飲
酒
・
喫
煙
等
、

青
少
年
の
非
行
1

問
題
と
な
っ
て
い
求
す
。

こ
の
レ
硴
笳

、1
月
2
0
B西
新
井

蕃
察
署
管
内
の
事
業
者
が
集
ま
ひ
、
明

る
い
健
余
な
レ
ジ
ャ
ー
づ
く
り
の
た
め

「
西
新
井
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
事
業
者

防
犯
協
力
き

を
結
成
し
ま
し
た
。

未
加
入
の
暮
業
者
の
方
は
ぜ
ひ
加
入

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
西
新
井一

察
署
生
活
安
忿
課

7
3
8
5
2
)
0
1
1
0

㈹

青
少
年
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
I
(
回
足
立
区
水
一
画
・
日
本
画
合

同
作
-
霓
表
会
3
月
9
日
ま
で
、午

前
1
0
時
～
午
後
i
時
/
西
新
井
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
/
無
料
/
足
立
文
化
あ
し
の

葉
会
・
椣
島

酋
(
3
8
5
n
u
)
2
7
2
7

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
心
者
講
翻
会
(
E
A
R
)
3

月
2
0旦
甼
苔

劭

、
午
前
1
0

時
～
1
1時
/
う
霤
っ
き
館
/
無
料
/

納
谷

酋
(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

=
募
集
=

☆
綾
瀬
バ
ピ
こ
ン
ト
ン
ク
ラ
プ

毎
週

金
・
日
曜
日
、
午
後
7
時
卜
1
時

※

日
曜
日
、
午
後
1
時
1
7
時
に
小
学
生

5
・
6
年
生
向
け
コ
ー
ス
あ
り
/
綾
瀬

小
学
校
ほ
か
/
月
額
千
沺
円
/
吉
田

魯
0
6
n
u
(
6
1
2
)
3
9
4
6

☆
手
話
わ
か
望
=

毎
月
第
1
・
2
・
l

木
曜
日
、
午
噂
1
・
恥
分
廴
匯
時
/

エ
ル
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
中
級
程
度
/
月

額
1
千
円
/
緑
川

登
(
3
6
6
)
0
4
1
0

☆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
(
健
康
づ
く
り

の
I
'
)
毎
週
木
曜
日
、
午
前
H
時～

正
午
/
谷
在
家
一
丁
目
付
近
/
I
回
8
0
0

円
/
鈴
木

一一
(
3
8
0
2
)
0
6
0
5

☆
パ
ン
ト
マ
イ
ム
サ
ト
ク
ル
(
マ
イ
マ

ー
ズ
)

毎
月
第
1

薩
日
、
午
後
冫

時
～
9
時
ノ
エ
ル
ソ
フ
ィ
ア
哢
か
/
I

回
千
円
/
見
学
自
由
/
新
井

一
一
(
3
8
8
8
)
5
5
5
9
(
夜
間
)

☆
手
話
教
室
4
月
&
a
か
圦
毎
週
水

曜
日
、
午
後
7
時
L
1
時
部
分
/
亀
有

北
集
会
所
/
初
心
者
/
半
年
慂
円
/
往

復
「
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、

連
絡
先
を
9
記
/
〒
圀
・
0
0
0

」夫

谷
田
2
-
9
-
7

小
林

魯
一
陬
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
い
け
ば
な
(
な
で
し
こ
)
第
2
・
t

木
曜
日
、
午
後
L
時
F
3
時
/
竹
の

狠
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
1
千
瞋
円

(材
料
費
含
む
)
/
鈴
木

昔
(
3
8
5
3
)
5
0
3
6

☆
剛
楽
流
空
手
道
導
心
館
毎
週
日

曜
R
、午
後
i
時
1
7
時
(
少
年
部
)

・
午
後
7
時
廴
t
時
(
一
般
邵
)
/
六

本
小
学
校
体
育
館
/
入
会
金
1
千
円
、

小
・
中
学
生
月
額
千
円
・
高
校
一
般
2

千
円
/
阿
部

昔
(
a
8
6
)
1
7
3
4

☆
ダ
ン
ス
サ
ト
ク
ル
(
ス
タ
ー
チ
ス
)

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
F
9
時
/
保

塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
5
0
0円/

初
・
中
級
程
度
/
鈴
木

一
】
(
3
8
5
0
)
1
8
2
2
(

夜
間
)

☆
水
彩
画
(
島
六
絵
の
i
=
)
毎
週
金

曜
日
、
午
後
L
時
よ
蒔
/

島
根
六
月

自
治
会
集
会
所
/
入
会
詈
千
円
、
月

額
1
千
円
/
大
嶋

酋
(
3
8
8
3
)
4
4
4
6

公
園
に

い
っ
て
み
ま
せ
ん
か

△ 3 月 中 旬 こ ろ に 早 咲 き の 桜 の 一 種 で あ る

寒 緋 桜 が 咲 き ま す　 押 部 公 園( 鹿 浜6- 8- 1)

△ コ イやフナがいる釣り池 があり ます元渕江公園( 保木間2- 17- 1)

環
境
影
響
評
価
書
の
公
示
お
よ
び
縦
覧

「
東
京
都
市
計
画
事
業
六
町
四
丁
目

付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
」

東
京
都
環
境
影
麌
鉐
条
例
の
規
定

に
基
う
き
、3
月
1
2
日
に
環
境
影
響
評

価
書
が
公
示
さ
れ
、次
り
と
お
a
縦
覧

さ
れ
李
y
。縦
覧
期
間
=
c
o
m
j
2
3
R

r
3
月
2
7
日
※
た
だ
し
、土
・
日
曜

n
は
除
く
縦
覧
畤
胃
H
午
前
1
時
3
0

分
～
午
後
t
時
3
0
分
縦
寛
場
所
=
区

役
所
・
覆
錣
、都
・
環
境
影
響
評
価

審
査
室
(
都
庁
第
L
本
庁
舎
北
塔
3
6
階
)
、

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合

同
庁
舎
t
階
)
※
な
お
、環
境
影
響

評
価
書
は
、中
央
図
書
館
、東
綾
瀬
区

民
事
務
所
、佐
野
区
民
事
務
所
、保
獗

区
民
事
務
所
、都
・
第
三
区
画
整
理
事

務
所
六
町
地
区
嘉
島
所
で
叭
閲
覧
で
き

奪
y
問
先
H
都
・
環
境
影
響
評
価
審

査
室

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新

宿
1
1
8
1
1

酋
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

区
・
環
境
課
調
整
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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春
花
展
示
会

日
時
=
3
月
1
0
日
㈹
、午
後
F
時
～
5

時
/
1
1
日
團
・
1
2
日
閑
、午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
i
時
場
所
H
区
忿
町
1
階

ア
ト
リ
ウ
ム

内
容
=
区
内
花
き
農
家

が
促
成
栽
培
し
た
、
舂
咲
き
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ユ
リ
、
ボ
ケ
な
ど
約
4
0点
を

展
示

※
3
月
程

励

、
午
後
L
時
か

ら
会
場
で
先
着
川
人
に
切
り
花
麌
配
布

し
ホ
T

問
先
卜
農
産
係

s
(
3
a
o
)
5
1
1
1
㈹

東
京
・
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

荒
川
河
川
敷
岑
莉
用
し
た
東
京
で
初

の
本
格
的
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
ホ
す
。参
加
人
員
5
千
人
宮
t

定
し
て
い
至
(
会
で
す
。
こ
♀
(
会
に
、

当
日
の
運
営

咥
水
所
係
員
。
走
路
員

な
ど
)
で
協
力
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
岑
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

卜
5
月
程
晶

、
午
前
9
時
ス
タ
ー
ト

大
会
の
主
な
内
容
H
荒
川
河
川
歌
冴
走

る
4
2・
1
9
5㎞の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

祓
橋

区
・
荒
川
河
川
敷
内
特
設
会
場
↓
墨
田

区
・
隅
田
水
門
↓
和
光
市
・
幸
魂
大
橋

↓
板
橋
区
・
特
設
会
場
)

主
催
卜
東

京
・
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

員
会

問
先
卜
体
育
管
理
係

合
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

4
月
か
ら
の
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

・
水
彩
画
教
室

日
時
卜
毎
月
第
1
・
第
1
水
曜
日
(
全
2
4

回
)
、
午
後
1
時
廴
瓜
劭
分

・
書
道
教
室

日
時
H
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
B
(
全

1
9
一
回
)
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

1

い
ず
れ
も
卜

対
象
川
6
0歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

※
現
在
受
講
中
の
教
室
の
連
続
申
し
込

み
や
、
同
時
に
2
つ
以
上
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん

定
員
卜
3
0人
(
抽

選
)

費
用
目
無
料

申
込
H
往
復
(

ガ
キ
に
、
希
望
歡
冤
名
、
住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記

期
限
址
胃
1
7
日
必
着

楊
・

申
・
問
先
卜
参
公
罷

〒
m一
・
〇
8
1
2

西
保
木
閧
4
-
9
-
1

酋
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

工
事
の
た
め
一
部
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園

五
反
野
親
水
緑
道

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
と
五
反

野
親
水
緑
道
(
西
綾
瀬
二
丁
目
1
番
)

が
、3
月
か
ら
約
5
年
間
、
常
磐
新
線

建
設
工
事
の
た
め
一
部
使
用
で
忝
な
ぐ

な
Q
豕
歹
。ご
万

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

先
H
公
園
計
画
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

情報 コーナー
い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分
388O- 5577( 学 校 教 育 部 指導 室 内) 　　

郷土博物館の催し
東京大空襲を語り継ぐ
～ある作家の体験から～
3月10日の東京大空襲による被

害状況の資料を収集し、調査研究
することにより、戦争の悲惨を後
世に語り継ぐことQぶ要性を考え
ます。日時=3月21日( 祝) 、午
後2時～4時講師=早乙女勝元
氏( 作家) 定員=80 人 申込=
電話
● ピデオト哇会『都民たちの戦場～

東京大空襲～』
講演会の前に、ビ デオ上映会を

行います。これは米軍が撮影した

映像記録を編集したものです。
日 時=3 月21日(祝) 、午前U 時・
正午・午後1 時の3 回( 各45分)
申込= 当日直接会場へ

第2 土曜日の映画会
癢苳2j j 瞿 日( 7) 無眛|ほ 迴獨 日 にu 夬圄I

を 上 映 し ま す 。 日 時=3 月14 日

出 、 午 前n 時 内 容= レ 「祖 谷( い

や) の か ず ら 榲 」( 3( 汾) … 重 要 民

俗 文 化 財 ・ 祖 谷 の か ず ら 橋 。 平 家

落 人 伝 説 の 残 る 祖 谷 渓 に 、 ツ タ を

使 っ て 作 ら れ た 橋 の 架 け 替 え と 。

そ の 技 術 じ> 「厖 に 生 き る 男 達-

マ ク ロ 延 縄( は え な わ) 船- 亅( 25

分) … マ ク ロ を 追 っ て 遠 洋 へ 出 か

け る 男 た ち 。 延 縄 漁 の 技 術 と 航 海

の 生 活 申 込= 当 日 直 接 会 場 へ

― いずれも―
費用=無料 場・申・問先=
郷土博物館B3620 ―9393千住で行われた防空演習

写真募集 「高齢者のすこやかな暮らし」

エル・ソフィアで行われる写真
展( 4 月18日) の作逅jを募集しま
す。 対象一区内在住・存動・在
学の方 題材= 高齢者の健やかな
暮らしを紹介し たもの 規格= 白
黒・カラープリント四ツ切り、ふ

ちなし( ワイド四ツ切りは餘く)
申込一写真裏面に住所、氏 名、電
話、題名を明記し、郵送または持
参 期限=3 月31日 申・問先=
女性 総合センタ ー 〒123- 0851
梅F日7- 33- 103880- 5222

女性相談室の臨時休業
女性相談室は、相談員の研1參

ため次のとおり休業します。なお 、

この鐶猪l は相談の予約も休業しま

す。旒圜貝3月16日～20日問

先= 女 性鳶a 合セ ン タ ー

113880- 5223

消費者センターの催し
□ 生 活 の 科 学 教 室 「衣 生 活 を 科 学

し よ う 」

衣類の洗濯や取り扱い方につい

てテスト実習をしながら学びます、

日時=3月10日( 火) ・12日( 木) 、午

後I F時GO分～3時30分対象=区

内 在 住 ・ 在 動 ・ 在 学 の 方( 1 日 だ

け の 参 加 も 可) 内 容=1 日 目「お

気 に 入 り の 服 と 上 手 に 付 き 合 う ポ

イ ン ト 」/ 2 日 目 『知 っ て 差 カ?つ

く! か し こ いi 先 濯 術 』 講 師=

佐ヨ築 刺衣 二氏 糂) 日フ仁衣 米4協! & 衣 蓼1

管 理 士) 定 員- 20 人( 先 匐1 原)

費 用= 無 料 申 込= 電 話

□ 講演会「みえない危機、地球温暖

化～京都会議と世界の環境事情」　

昨年の京都会議1こノtネラーとし

て出席した講師が、『坦1球温暖孑匕』

にスポットをあて、私たちの暮ら

し方に関する様々なj 司題について

わかりやすく話します。日時==

R目17F二1r正t 々4疹RFI まan¥¥～只FI s

30分 対象= 図 内在住・在動の方
講師= 中野邦夫氏 哇 協連珮境事
業推進室長) 宗国30 人( 先着
順) 費用= 無料 申込= 電話
斑詢皿 された
□ 消費者講座「バス見学会」
mバス肭44

を行います。日時=3月19日團。
午前8際3〔汾～午後5時場所=
日清製油( 横浜市)、味の素( 川
崎市) の製造工場 対象= 区内在
住・在 動 の 方 定 員=40 人 自
選) 費用= 無料( 昼食は持参し
てください) 申込= 往復ハガキ
に住 所、氏 名、電 話番号、「バス

見岸 希望」と明記( 1 人1 枚)
期限=3 月10日必着

- いずれも一
場・申・問先= 消費者センター
〒123- 0851 梅田7- 33- 1
一 一

学 び の 情報を

電話でキ
ャ ッ チ !

生涯学習情報ダイヤル

あなたが探している講座やイベ
ントについて、区内情報を中 吋こ、
いつ、どこで、どんなふうに開催
されるのかを電Z舌でご案内します。
気軽にお電苫舌ください。

3605- 7181( 生涯学習館)
I 午前10畤～午後5畤' al ぴ涙≒ぐべ

芦 生 涯 学 習 館 の 休 館 を 除 く 毎 日J -

「地球と話す会」展示
温謾化や自然!屁1護など地球をと

りまくj慰竟についてのytネル展示

です。地球の将来を考えてみませ
んか?日時=3月19日～24日
場所= 区役所1 階アトリウム 問
先= 文化振興係03880- 5111 ㈹

青年センターの催し 場・申・問先
青年センター

3890- 0061

□ 青年講 座「気ままにシネマ」
映回をより楽しむための方法を

紹介します。映画の魅力を探って
みませんカ丶きっと新たな世界が
見えてきます。日時=3月13～
27日の毎週金曜日( 全3回) 、午
後7時～9時講師=山下光冶氏
(瀏I湎アクトヤマナル主宰) ま目=50

人 費用= 無料 申込= 電話
□ ダイオキシンと環境ホルモン
私たちの生活の中にある様・々 な

イり学物質が、喬か吻や人間の体に影
響を与えている事かわかってきま
した。ダイオキシンなどの猛毒と

い わ れ る物 質を 、 暮 らし の中 から

少 し で も無 くし て い くた め には、

ど う した ら よい か を考 え ます 。
日時=3月27日面・31日㈹、午後

7時～9時費用=無料講師=
大 久 保 貞 利氏( 止めよ う! ダ イオ

キ シ ン 汚 染 関 東 ネ ッ ト ワ ーク 代

表) 費用 こ無 料 申 込= 電話

蠣 齠妣モン惜驚・鋼 曦勵 冐撫 筐 常な匐レモン
の働きを乱し、四 こ悪影響を七瓷らすこと

□「あ だち 日 曜 教室 」受 講生 募集
知 的な ハ ンデ ィのあ る 青年 たち

の友 達づ く り や学 習 の場 とし て、

毎 月1 回 、「あ だ ち 日 曜 教室 」を

開いています。新年度の仲間を募
集します。日時=毎月第2日曜
日( 年間12回) 、午前9際30分～午
後4 時 ※ 年1 回、1 泊2 日の宿
沿 学習会を行います 対象= 区内
に在住する又寸中学校沁備 学級等
の卒業 生で、行事に一人で参加で
きる2s 訖までの方 内容= 午前中
は全員で参力[ rする行事( 文字学習、
ボウリング、もちつきなど) 、午
後はコース学習( 手芸、工作Ξ、調
理、スポーツ、音楽、写真・ビデ
オのいずれかを年 間を通して 学
習) 宦● - 7 人( 抽選) 費用

= 教材費が年 間4, 00〔円 の ほ力X

諸行事での個人的経費は実費負担
申込= 所定の申込書に必要 事項を
記入して直接持参 ※ 申込書は青

年センターにあります 期限=3
月17日
□ 親子遊 びグル ープ
親子遊びのグループカ箋し い活

動を続けています。ぜひ、親子で
ご参加くださ叺 クルー一プ名・
活動日= レパンダ …火曜 日( 月2
回) [ > スイートピー…齟 雇日( 月2
回) ※ くわしくは、お 間い合

わせください

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています F. Hi . Y. 　240, 000


